
中
世
前
期
学
僧
と
近
世
書
写
一
寺
院
縁
起
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題

―
―
意
教
上
人
頼
賢
を
軸
に
―
―

牧

野

和

夫

一
、
は
じ
め
に

近
世
に
撰
述
さ
れ
た
諸
々
の
本
に
み
え
る
頼
賢
の
伝
記
は
、
お
お

む
ね
『
続
伝
燈
広
録
』
に
収
載
さ
れ
た
頼
賢
の
伝
記
に
類
似
し
た
も

の
で
、『
密
教
大
辞
典
』
の
内
容
も
同
じ
で
あ
る
。
今
回
の
問
題
点

は
、
次
の
記
述
の
傍
線
部
分
に
あ
る
。

「
頼
賢
は
意
教
流
の
祖
で
、
意
教
上
人
と
号
す
。
幼
く
し
て
醍
醐

山
に
登
り
、
成
賢
僧
正
に
仕
え
て
出
家
し
た
。
１
２
３
１
年
８
月
、

一
宗
の
大
事
及
び
師
資
相
伝
の
口
訣
を
す
べ
て
附
伝
さ
れ
て
、
頼
賢

は
高
野
山
金
剛
三
昧
院
の
安
養
院
に
移
り
開
基
と
な
っ
た
。
亀
山
上

皇
は
頼
賢
の
噂
を
聞
き
、
法
橋
上
人
位
を
お
授
け
に
な
っ
た
。
ま
た

鎌
倉
幕
府
の
依
頼
に
よ
り
関
東
に
下
向
し
、
将
軍
頼
経
の
崇
敬
を
受

け
て
、
常
楽
寺
な
ど
の
開
山
と
な
っ
た
。」

慈
猛
ゆ
か
り
の
地
方
寺
院
が
所
蔵
す
る
下
野
薬
師
寺
の
縁
起
類

（
二
系
統
あ
る
）
に
載
せ
ら
れ
た
頼
賢
の
伝
記
に
の
み
、『
密
教
大
辞

典
』
の
内
容
と
異
な
る
独
自
の
記
述
が
あ
る
。
室
町
時
代
末
か
ら
近

世
初
期
に
書
写
さ
れ
た
地
方
の
学
問
寺
院
の
縁
起
に
、
全
く
新
し
い

頼
賢
の
伝
記
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
相
違
点
を
、
近
世
の
『
続
伝

燈
広
録
』
や
、
下
野
薬
師
寺
縁
起
類
へ
至
る
伝
承
の
過
程
に
た
ど
り
、

頼
賢
の
伝
記
の
残
り
方
（
消
え
方
）
を
考
察
す
る
。
近
世
の
僧
伝
と
、

寺
院
（
特
に
談
義
所
・
学
問
寺
）
に
伝
来
す
る
資
料
と
の
関
わ
り
の
、

一
つ
の
ケ
ー
ス
を
示
し
た
い
。
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二
、
新
し
い
頼
賢
伝
（
慈
猛
伝
）

安
国
寺
所
蔵
の
１
６
７
７
年
の
年
記
を
も
つ
下
野
薬
師
寺
の
縁
起

『
薬
師
寺
縁
起
』
に
は
、
従
来
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
頼
賢
の
伝
記

的
記
事
が
、
次
の
如
く
認
め
ら
れ
る
。「
１
２
３
５
年
に
頼
賢
は
、

将
軍
頼
経
か
ら
意
教
上
人
の
号
を
賜
り
、
下
野
講
師
（＝

薬
師
寺
貫

主
）
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
そ
の
頃
、
東
大
寺
別
当
の
頼
暁
は
、
謀
叛
の

張
本
人
で
あ
っ
た
。
謀
叛
の
僧
と
同
名
な
の
で
頼
賢
は
改
名
し

た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

『
南
河
内
町
史
』
史
料
編
２

古
代
・
中
世
（
第
二
巻
）（
平
成
３
年

３
月

Ｐ
５３２
）
に

「〔
付
載
〕
薬
師
寺
縁
起

○
南
河
内
町
薬
師
寺
安
国
寺
所
蔵

薬
師
寺
縁
起

貫
翁
撰
述
之
、

天
武
天
皇
治
世
九
年
白
鳳
八
年
、
皇
后
病
、
創
薬
師
寺
度
一
百
人
…

…

（
九
条
）

文
暦
弐
年
、
将
軍
頼
経
公
延
頼
賢
阿
闍
梨
、
進
上
人
賜
号
意
教
上
人
、

遂
任
下
野
講
師
、〔
薬
師
寺
貫
主
／
即
龍
興
寺
也
〕、
文
暦
弐
年
三
月

初
也
、
意
教
固
辞
不
許
、
且
武
命
且
勅
意
也
、
意
教
上
人
之
本
名
頼

暁
也
、
後
名
改
頼
賢
也
、
東
大
寺
別
当
有
頼
暁
僧
、
謀
反
之
張
本
也
、

因
為
謀
反
之
僧
同
名
改
頼
賢
也
、

（
マ
ヽ
）

私
云
、
東
鏡
有
頼
暁
也
者
、
則
頼
賢
阿
闍
梨
也
、
即
意
教
上
人
之

仮
名
也
、」

と
あ
る
。

永
村
真
氏
「
下
野
薬
師
寺
の
再
興
」『
栃
木
県
史
研
究
』
２０
号

（
１
９
８
１
年
２
月

Ｐ
２
）
に
、「
古
代
以
来
の
下
野
薬
師
寺
の
由

来
に
つ
い
て
記
し
た
史
料
と
し
て
、」（
Ａ
）
〜
（
Ｆ
）
の
六
本
の
伝

本
を
挙
げ
る
。

（
Ａ
）
薬
師
寺
縁
起

天
正
二
年
晃
栄
記

安
国
寺
所
蔵

（
Ｂ
）
薬
師
寺
縁
起

延
宝
五
年
龍
興
寺
貫
翁
記

安
国
寺
所
蔵

（
Ｃ
）
龍
興
寺
戒
壇
縁
起

天
長
元
年
上
浣
記
／
享
保
十
年
玄
空

書
写

龍
興
寺
所
蔵

（
Ｄ
）
薬
師
寺
戒
壇
縁
起

天
長
元
年
上
浣
記

「
下
野
国
誌
」
六

所
引

（
Ｅ
）
薬
師
寺
要
録

「
下
野
国
誌
」
六

所
引

（
Ｆ
）
慈
猛
上
人
行
状
記

（
Ｃ
）
と
同
巻

龍
興
寺
所
蔵

さ
ら
に

「
�

下
野
薬
師
寺
の
盛
衰
」（『
南
河
内
町
史
』
第
九
巻
〈
古

代
・
中
世
〉
所
収
）
に
お
い
て
、

（
Ｃ
）
龍
興
寺
戒
壇
縁
起

天
長
元
年
上
浣
記
／
「
享
保
八
年
癸

卯
八
月
吉
祥
日
朝
覚
書
写
」（
改
訂
か
）
龍
興
寺
所
蔵
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そ
の
ほ
か
、

龍
興
寺
縁
起
略
記

龍
興
寺
所
蔵

明
治
時
代
書
写

薬
師
寺
戒
壇
縁
起

「
寺
社
縁
起
集
」
巻
七
所
収

の
二
本
を
も
加
え
て
考
察
し
、
二
系
統
に
分
類
整
理
が
進
め
ら
れ

た
。
前
引
安
国
寺
所
蔵
薬
師
寺
縁
起
は
（
Ｂ
）
に
該
当
す
る
。
ち
な

み
に
「
寺
社
縁
起
集
」
は
、
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
蔵

の
も
の
、「
享
保
八
年
癸
卯
八
月
再
写
」
と
あ
り
、「（
Ｃ
）
龍
興
寺

戒
壇
縁
起

天
長
元
年
上
浣
記
／
「
享
保
八
年
癸
卯
八
月
吉
祥
日
朝

覚
書
写
」
の
転
写
か
。
末
に
「
此
縁
起
ハ
則
薬
師
寺
邑
の
田
中
と
い

へ
る
処
の
野
口
氏
の
秘
蔵
せ
し
を
か
り
え
て
う
つ
し
た
る
也
野
口
氏

は
龍
興
寺
の
檀
頭
に
て
薬
師
寺
の
旧
家
な
り
」
と
記
し
、
黒
川
春
村

の
案
文
が
添
え
ら
れ
る
。「
春
村
按
に
此
書
文
義
拙
劣
な
り
後
世
の

偽
造
に
係
れ
り
…
…
」
と
。

未
見
。
久
野
俊
彦
氏
に
解
題
が
あ
る
。
当
該
書
は
黒
川
真
頼
旧
蔵

の
「
寺
社
縁
起
集
成
」
で
、
集
古
会
の
有
力
会
員
の
「
縁
起
」
展

観
・
研
究
の
層
の
厚
さ
を
示
す
一
点
で
あ
る
。
集
古
会
と
寺
院
縁
起

の
問
題
は
、
別
に
稿
を
改
め
る
と
し
て
、
先
に
す
す
め
る
。

こ
の
下
野
薬
師
寺
類
縁
起
の
慈
猛
伝
の
独
自
記
事
を
統
合
し
、
金

沢
文
庫
蔵
資
料
を
参
照
し
つ
つ
、
永
村
眞
氏
は
新
し
い
慈
猛
の
事
績

を
追
跡
し
た
（「
下
野
薬
師
寺
の
再
興
」〈『
栃
木
県
史
研
究
』
２０
号
、

１
９
８
１
年
２
月
〉
ほ
か
参
照
）。
永
村
氏
は
、
頼
賢
の
上
記
の
事

績
に
つ
い
て
考
え
る
な
ら
、
頼
経
か
ら
意
教
上
人
の
号
を
賜
っ
た
と

い
う
こ
と
は
考
え
に
く
く
、
補
任
の
記
事
も
信
憑
性
が
高
い
と
は
い

え
な
い
、
と
し
、
頼
賢
を
め
ぐ
る
こ
の
様
な
記
事
を
生
み
出
さ
せ
た

背
景
に
つ
い
て
、「
実
相
院
に
住
持
し
た
頼
賢
が
将
軍
頼
経
の
崇
敬

を
受
け
関
東
に
下
向
し
た
事
実
、
頼
賢
の
資
た
る
慈
猛
の
薬
師
寺
長

老
と
し
て
の
位
置
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

「
亀
山
天
皇
聞
其
徳
声
。
宣
賜
法
橋
上
人
位
意
教
綸
旨
。
時
応
鎌

倉
之
請
。」（『
続
伝
燈
広
録
』
巻
十
二
、
続
真
言
宗
全
書
本
）

こ
の
『
続
伝
灯
録
』
の
記
述
に
つ
い
て
も
永
村
氏
は
、
亀
山
天
皇

の
在
位
は
１
２
５
９
年
か
ら
１
２
７
４
年
の
間
で
、
一
方
頼
経
の
在

職
は
１
２
２
６
年
か
ら
１
２
４
４
年
の
間
で
、
明
ら
か
に
矛
盾
す
る

と
指
摘
し
た
。

そ
の
後
に
公
刊
さ
れ
た
甲
田
宥
吽
氏
の
論
考
は
、
高
野
山
諸
院
蔵

の
聖
教
奥
書
や
、
宝
亀
院
所
蔵
本
・「
尾
張
国
」
の
万
徳
寺
所
蔵
本

な
ど
の
『
覚
禅
鈔
』
の
奥
書
を
蒐
集
・
整
理
し
、
多
く
の
新
知
見
を

学
界
に
も
た
ら
し
た
（「
意
教
上
人
傳
攷
（
上
）」（『
高
野
山
大
学
密

教
文
化
研
究
所
紀
要
』
１２
号
、
１
９
９
９
年
１
月
）。
そ
れ
に
よ
る

と
、
意
教
頼
賢
は
、
１
２
３
０
年
に
「
西
山
法
華
山
寺
」
に
お
い
て
、

寛
信
『
伝
受
集
』
を
書
写
し
た
の
ち
、
１
２
４
９
年
頃
ま
で
『
覚
禅

鈔
』
書
写
を
継
続
し
（
萬
徳
寺
本
に
よ
り
確
認
。『
佛
教
美
術
研
究

上
野
記
念
財
団
助
成
研
究
會
報
告
書
「
図
像
蒐
成
」
�
〜
�
』）、
さ

ら
に
１
２
６
１
年
頃
、
書
写
を
再
び
始
め
た
と
い
う
。

甲
田
氏
の
指
摘
は
、
意
教
が
当
初
か
ら
の
坊
号
で
あ
る
こ
と
や
、
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法
華
山
寺
慶
政
と
頼
賢
・
慈
猛
と
の
直
接
の
関
係
を
指
摘
す
る
な
ど
、

従
来
の
頼
賢
・
慈
猛
伝
と
全
く
隔
絶
し
た
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
っ

た
。甲

田
氏
は
、「（
続
伝
燈
広
録
な
ど
）
に
は
、
頼
賢
は
直
ち
に
高
野

山
へ
登
っ
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
頼
賢
が

１
２
４
６
年
頃
ま
で
は
西
山
法
華
寺
に
住
し
て
い
た
こ
と
が
、
聖
教

類
の
奥
書
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
」
と
指
摘
し
、「
意
教
上
人
が
隠
遁

生
活
に
入
っ
た
住
所
は
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。
前
の
諸
書
（
続
伝
燈
広

録
な
ど
）
に
は
直
ち
に
高
野
山
へ
登
っ
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
う
で
は
な
い
。
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
頃
ま
で
は
西
山
法
華
寺

に
住
し
て
い
た
こ
と
が
聖
教
類
の
奥
書
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。」（
甲

田
宥
吽
氏
「
意
教
上
人
伝
攷
（
上
）」〈『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研

究
所
紀
要
』
１２
号
〉）
と
的
確
に
し
て
矛
盾
の
な
い
「
新
し
い
頼
賢

伝
」
の
重
要
な
一
齣
を
提
示
し
た
が
、
事
相
関
係
の
聖
教
類
の
奥
書

以
外
に
補
強
す
べ
き
傍
証
（
後
述
の
事
情
に
よ
る
）
が
な
く
、
事
相

類
聚
書
『
覚
禅
抄
』
の
書
写
伝
流
の
相
承
世
界
に
限
定
さ
れ
た
ひ
と

つ
の
事
実
と
し
て
う
け
と
ら
れ
た
よ
う
で
、
そ
の
後
、
頼
賢
と
そ
の

周
辺
を
九
条
家
に
結
ぶ
新
た
な
展
開
は
な
か
っ
た
。

頼
賢
の
房
号
に
つ
い
て
は
、
甲
田
氏
の
指
摘
「
醍
醐
本
血
脈
の
細

注
に
は
「
後
意
教
上
人
」
と
あ
り
、
又
三
代
付
法
記
に
も
「
御
遁
世

の
御
法
名
を
意
教
上
人
と
号
す
」
と
あ
っ
て
、
後
に
改
名
し
た
よ
う

に
も
読
め
る
が
、
亮
禅
の
記
に
は
「
意
教
房
」
と
あ
る
か
ら
、
初
め

か
ら
意
教
房
頼
賢
と
称
し
て
い
た
も
の
」（
前
掲
論
文
頁
４
）
と
考

え
ら
れ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
醍
醐
寺
本
血
脈
の
「
注
記
」
時
期

の
確
定
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、「
意
教
房
」
に
つ
い
て
は
、「
亮
禅

の
記
」
と
同
じ
く
、
湯
浅
吉
美
氏
「
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
『
三
國
相

承
秘
密
傳
法
一
門
血
脉
』
の
翻
刻
」（『
成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要
』

２８
号
〈
２
０
０
５
年
２
月
〉）
に
紹
介
さ
れ
た
血
脈
に
次
の
よ
う
に

あ
る
。

「

道
教

憲
深
〔
座
主
権
僧
正
報
恩
院
／
侍
従
通
成
朝
臣
息
〕」

（
略
）

頼
賢
〔
卿
阿
闍
梨

意
教
房
〕」

と
い
う
注
記
で
あ
る
。「
卿
阿
闍
梨
」
の
注
記
に
つ
い
て
は
、
甲

田
氏
の
次
の
記
述
に
従
え
ば
、
新
た
な
る
不
審
が
残
る
。

「
伊
藤
宏
見
師
が
『
印
融
法
印
の
研
究
』
下
に
紹
介
さ
れ
る
横
浜

宝
生
寺
蔵
『
要
尊
道
場
観
（
石
山
）』
一
帖
の
奥
書
に
見
え
る
弘
安

八
年
（
一
二
八
五
）
の
頼
賢
（
同
書
三
六
七
頁
）
と
『
鶴
岡
脇
堂
供

僧
次
第
』（
続
群
４
下
・
九
二
八
下
）
に
見
え
る
文
和
三
年
（
一
三

五
四
）
か
ら
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
ま
で
供
僧
を
勤
め
た
卿
阿
闍

梨
頼
賢
（「
東
」
と
注
す
る
の
で
真
言
宗
）
で
あ
る
。
年
代
的
に
は
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七
十
年
程
隔
た
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
両
者
も
別
人
で
あ
ろ
う
。」

こ
の
別
人
頼
賢
の
混
同
説
を
「
意
教
上
人
鎌
倉
下
向
の
話
」
が
生

成
す
る
背
景
の
ひ
と
つ
の
要
因
に
挙
げ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

今
後
の
実
物
調
査
に
拠
る
新
知
見
に
解
明
の
手
が
か
り
を
得
る
ほ

か
な
い
。

頼
賢
に
関
し
て
、
新
た
な
展
開
を
可
能
に
し
た
一
事
実
は
、
中
国

の
出
版
物
（
宋
版
大
蔵
経
補
刻
葉
）
に
残
存
し
た
施
財
刊
語
「
日
本

法
華
寺
意
教
（
頼
賢
）」
の
発
見
で
あ
る
。
佼
成
図
書
館
蔵
（
開
元

寺
版
）『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
六
十
・
一
帖
（
１８３
・
２

古

４６６
・
貴
１
・
９
Ｅ
）
の
第
八
板
第
一
面
と
第
二
面
の
折
目
の
版
心
に

「

宙

十
巻

八

日
本
国
北
京
法
華
寺
比
丘
意
教
捨

」
と
い
う
補
刻
施
財
刊
語
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
開
元
寺
版
大
蔵
経
補
刻
葉
に
「
北
京
法
華
寺
比
丘
意
教
」
と

の
刷
印
（
佼
成
図
書
館
蔵
）
が
あ
っ
た
こ
と
に
前
引
の
如
き
「
意
教

房
」
の
考
証
を
あ
わ
せ
る
な
ら
ば
、
即
ち
、
十
三
世
紀
前
期
に
意
教

頼
賢
が
入
唐
し
、
法
華
山
寺
に
よ
る
宋
版
一
切
経
補
刻
事
業
の
一
翼

を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
に
な
る
。

一
二
三
四
年
か
ら
一
二
四
四
年
の
約
十
年
の
間
に
行
わ
れ
た
福
州

版
大
蔵
経
補
刻
事
業
に
日
本
の
法
華
（
山
）
寺
慶
政
と
そ
の
門
下
僧

な
ど
が
参
画
し
、
長
財
を
喜
捨
し
た
こ
と
、
そ
の
補
刻
事
業
に
「
下

州
千
葉
寺
了
行
」
も
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
「
了
行
」
が
『
吾

妻
鏡
』
建
長
三
年
十
二
月
の
謀
反
事
件
の
張
本
「
了
行
」
で
あ
り
、

石
井
進
氏
の
解
明
さ
れ
た
日
蓮
遺
文
紙
背
文
書
中
の
「
れ
う
き
や

う
」
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
、「
宋
版
一
切
経
補
刻
葉

に
見
え
る
「
下
州
千
葉
寺
了
行
」
の
周
辺
」（『
東
方
学
報

京
都
』

第
７３
冊

２
０
０
１
年
３
月
）、「
我
邦
舶
載
東
禅
寺
版
の
刷
印
時
期

に
つ
い
て
の
一
事
実

―
東
寺
蔵
一
切
経
本
東
禅
寺
版
と
本
源
寺
蔵

一
切
経
本
東
禅
寺
版
の
刷
印
時
期
―
」（『
東
ア
ジ
ア
出
版
文
化
の
研

究
』
第
６
号
、
２
０
０
４
年
）
な
ど
の
拙
文
や
野
口
実
氏
「
了
行
と

そ
の
周
邊
」（『
東
方
学
報

京
都
』
第
７３
冊

２
０
０
１
年
３
月
）

を
参
照
戴
き
た
い
。
こ
こ
で
は
詳
細
は
省
く
。

甲
田
氏
の
解
明
し
た
聖
教
奥
書
か
ら
帰
納
し
た
伝
記
的
事
実
に
九

条
道
家
と
謀
反
人
・
了
行
と
の
関
係
（
中
山
法
華
経
寺
蔵
日
蓮
遺
文

紙
背
文
書
参
照
）
を
統
合
す
る
こ
と
で
（
石
井
進
氏
〈
同
著
作
集
巻

７
所
収
「
２

日
蓮
遺
文
紙
背
文
書
」〉
参
照
）、
１
２
３
５
年
時
点

で
「
意
教
」
と
称
し
て
い
た
頼
賢
が
、
謀
反
事
件
と
の
関
連
を
疑
わ

れ
る
可
能
性
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
１
２
３
５
年
前
後
の
了
行
に
つ
い
て
の
新
出
資
料
出
現
と

そ
の
検
討
に
よ
っ
て
、
新
た
に
次
の
よ
う
な
事
実
が
浮
上
し
、
頼
賢

伝
（
慈
猛
伝
）
の
問
題
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
新
出
資
料
と
は
渋
谷

亮
泰
編
『
昭
和
現
存
天
台
書
籍
綜
合
目
録
』（
昭
和
一
八
年
）
な
ど

に
全
く
紹
介
の
な
い
『
観
音
玄
義
科
』
一
巻
で
あ
り
、
新
た
な
事
実

と
は
そ
の
書
写
奥
書
に
記
さ
れ
て
い
た
了
行
入
宋
の
事
実
で
あ
る
。

二
〇
〇
八
年
四
月
一
日
（
火
曜
日
）
付
け
『
京
都
新
聞
』（『
産
経
新
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聞
』
二
〇
〇
八
年
四
月
一
日
（
火
曜
日
）
な
ど
）
に
「
こ
れ
ま
で
存

在
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
天
台
宗
の
仏
典
「
観
音
玄
義
科
」
が
三

十
一
日
ま
で
に
、
金
剛
輪
寺
（
滋
賀
県
愛
荘
町
）
か
ら
滋
賀
県
教
委

の
調
査
で
見
つ
か
っ
た
。」
と
し
て
、
紹
介
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
滋

賀
県
教
育
委
員
会
の
ご
好
意
に
よ
り
引
用
の
ご
許
可
を
頂
い
た
同
委

員
会
の
報
告
書
に
基
づ
き
、
必
要
な
書
誌
事
項
等
を
抜
書
き
し
紹
介

し
た
（
牧
野
「
十
二
世
紀
後
末
期
の
日
本
舶
載
大
蔵
経
か
ら
�
然
将

来
大
蔵
経
を
の
ぞ
む
」（『
海
を
渡
る
天
台
文
化
』〈
２
０
０
８
年

勉
誠
出
版
〉）
典
籍
で
あ
る
。
金
剛
輪
寺
本
坊
で
あ
る
明
寿
院
の
土

蔵
に
伝
来
し
た
未
調
査
の
経
典
聖
教
類
の
一
点
で
、
首
・
尾
題
は
同

じ
「
観
音
玄
義
科
」、
書
写
奥
書
お
よ
び
伝
領
奥
書
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

〈
書
写
奥
書
）
嘉
禎
三
年
丁
酉
七
月
二
日
、
於
東
洛
楊
梅
大
宮
一

乗
弘
通
之
法
家
／
十
一
面
観
世
音
菩
薩
御
宿
房
書
写
了
、
／
此
科
前

代
未
度
也
、
為
了
行
上
人
渡
唐
之
時
求
得
此
科
本
、
帰
朝
之
／
次
将

来

干
時
嘉
禎
二
年
丙
申
夏

〈
伝
領
奥
書
〉「

」
□
豪
／
」
□
鎮
／
」
□
了
／
」
□
豪
／
」

□
了
／
」
□
喜
／
」
受
了
／
」
豪
宗
／
」
□
了
／
」
豪
恵
／
於
願
徳

寺
奉
受
了
／
」
豪
承
／
永
正
十
七
年
六
月
六
目
於
願
徳
寺
奉
受
了
／

源
祝
」

こ
こ
に
「
観
音
玄
義
科
」
と
い
う
典
籍
が
鎌
倉
時
代
前
期
の
嘉
禎

二
年
（
一
二
三
六
）
に
、
入
宋
僧
の
了
行
上
人
の
手
に
よ
っ
て
初
め

て
わ
が
国
に
将
来
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
金
剛
輪

寺
蔵
本
は
、
そ
の
原
本
を
底
本
に
翌
年
七
月
二
日
、
京
都
・
楊
梅
大

宮
に
あ
っ
た
「
一
乗
弘
通
之
法
家
」
に
お
い
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。「
了
行
は
鎌
倉
御
家
人
で
あ
る

千
葉
氏
の
出
身
と
考
え
ら
れ
る
。
宋
版
経
の
開
版
に
関
与
し
た
こ
と

や
九
条
家
と
結
ん
で
鎌
倉
幕
府
に
謀
反
を
企
て
捕
ら
え
ら
れ
た
こ
と

な
ど
が
知
ら
れ
、
入
宋
僧
の
一
人
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、

こ
れ
ま
で
は
実
証
す
る
史
料
を
欠
い
て
い
た
。」（
滋
賀
県
教
育
委
員

会
の
報
告
書
）
と
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。
解
題
文
中
の
一
説
は
、

一
二
三
四
年
か
ら
一
二
四
四
年
の
約
十
年
間
の
一
時
期
渡
宋
し
て
、

宋
版
大
蔵
経
の
補
刻
事
業
に
慶
政
の
許
で
関
与
し
た
「
千
葉
寺
了

行
」（
千
葉
氏
の
出
身
と
考
え
ら
れ
る
）
が
、
九
条
家
と
結
ん
で
鎌

倉
幕
府
に
謀
反
を
企
て
捕
ら
え
ら
れ
た
「
了
行
法
師
」（『
吾
妻

鑑
』）
や
中
山
法
華
経
寺
蔵
日
蓮
自
筆
聖
教
紙
背
文
書
に
登
場
す
る

「
れ
う
き
や
う
」
と
同
一
人
物
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
な

ど
の
推
定
（
牧
野
「「
宋
版
一
切
経
補
刻
葉
に
見
え
る
「
下
州
千
葉

寺
了
行
」
の
周
辺
」」・
野
口
實
氏
「
了
行
と
そ
の
周
邊
」〈『
東
方
學

報
京
都
第
七
三
冊
』

二
〇
〇
一
〉））
を
試
み
て
き
た
こ
と
を
指
し

て
い
る
が
、
こ
の
奥
書
は
、
了
行
が
実
際
に
南
宋
へ
渡
航
し
て
い
た

こ
と
を
実
証
補
強
す
る
新
史
料
の
発
見
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

了
行
の
渡
宋
・
唐
土
滞
在
期
間
と
頼
賢
の
そ
れ
と
に
は
、
若
干
の

異
な
り
が
あ
っ
た
。
千
葉
寺
と
法
華
山
寺
と
の
違
い
も
あ
る
。
し
か
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し
、
ほ
ぼ
滞
留
期
も
重
な
り
同
一
時
期
と
い
っ
て
よ
く
、
九
条
家
と

の
つ
な
が
り
が
い
ず
れ
も
緊
密
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
了

行
と
頼
賢
と
の
つ
な
が
り
を
想
定
し
て
不
思
議
は
な
い
。

石
井
進
氏
の
論
文
〈
同
著
作
集
巻
７
所
収
「
２

日
蓮
遺
文
紙
背

文
書
」〉
か
ら
う
か
が
え
る
「
り
や
う
き
や
う
」
は
、
端
的
に
言
え

ば
（
野
口
氏
の
纏
め
に
従
え
ば
）、
次
の
四
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

１

京
都
の
九
條
家
（
摂
関
家
、
四
代
将
軍
頼
経
の
生
家
）
と
千

葉
氏
の
間
に
介
在
。

２

内
裏
造
営
に
お
い
て
、
九
條
殿
（
道
家
）
の
意
を
挺
し
て
千

葉
氏
に
用
途
の
沙
汰
な
ど
を
命
ず
る
有
力
者
。

３

内
裏
造
営
の
功
を
「
い
づ
み
左
衛
門
」
と
争
い
、
小
城
郡
か

ら
上
洛
し
て
か
れ
に
奉
仕
し
て
い
る
千
葉
氏
吏
僚
を
大
い
に

畏
怖
さ
せ
て
い
る
。

４

内
裏
造
営
の
用
途
は
五
百
貫
以
上
の
額
に
た
っ
し
た
が
、
か

れ
の
に
名
よ
っ
て
利
銭
を
借
り
て
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
に
加
え
る
べ
き
点
が
あ
る
。『
吾
妻
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
建
長

六
年
（
一
二
五
四
）
に
至
っ
て
如
意
寺
の
営
作
の
た
め
に
「
了
行
法

印
の
造
り
置
い
た
京
都
の
持
佛
堂
な
ら
び
に
宿
所
等
」
が
寄
進
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。

「
嘉
禎
三
（
一
二
三
七
）
年
」
の
「
東
洛
楊
梅
大
宮
一
乗
弘
通
之

法
家
／
十
一
面
観
世
音
菩
薩
御
宿
所
」
は
、
建
長
六
年
（
一
二
五

四
）
に
至
っ
て
如
意
寺
の
営
作
の
た
め
に
寄
進
さ
れ
た
「
了
行
法
印

が
造
り
置
い
た
京
都
の
持
佛
堂
な
ら
び
に
宿
所
等
」
に
該
当
す
る
か

（
日
蓮
遺
文
紙
背
文
書
に
九
条
家
と
「
大
宮
」
を
結
ぶ
史
料
も
あ
る
）、

と
思
わ
れ
る
。
も
し
、
こ
の
推
測
が
可
能
と
な
れ
ば
、
了
行
法
印
の

造
り
置
い
た
京
都
の
持
佛
堂
な
ら
び
に
宿
所
が
嘉
禎
三
年
以
前
、
即

ち
了
行
の
渡
宋
以
前
に
既
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
更
に
こ

の
あ
た
り
の
経
緯
を
解
き
明
か
す
こ
と
は
寺
門
僧
隆
弁
（
あ
え
て
文

学
史
の
圏
内
で
い
え
ば
宇
都
宮
歌
壇
の
交
流
圏
）
と
も
絡
み
、
今
後

の
検
討
課
題
と
な
る
筈
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
詳
述
す
る
余
裕
は
な
い
。

簡
略
な
年
表
を
も
っ
て
あ
ら
あ
ら
辿
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な

ろ
う
。

建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）
二
月
、
隆
弁
、
園
城
寺
復
興
を
幕
府
に
申

請

建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）
十
一
月
付
「
九
条
道
家
初
度
惣
処
分
状
」

建
長
三
年
（
一
二
五
一
）・
南
宋
淳
祐
十
一
年

書
陵
部
蔵
一
切
経
最
終
補
刻
刊
記

正
月
、
泰
胤
卒
。

十
二
月
、
了
行
・
矢
作
左
衛
門
尉
ら
の
謀
反
事
件
。

建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
慶
政
、
憲
静
勧
進
の
泉
涌
寺
版
『
四
分
律

刪
繁
補
闕
行
事
鈔
』
に
捨
財
。

六
月
八
日
、
宣
陽
門
院
没
（
七
十
二
歳
）。
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建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
隆
弁
、
十
月
二
日
に
園
城
寺
境
内
の
如
意

寺
興
隆
の
た
め
上
洛

更
に
十
二
月
廿
八
日
に
如
意
寺
鎮
守
諸
社
を
鎌
倉
に
勧
請

建
長
六
年
（
一
二
五
四
）「
了
行
法
印
所
造
置
京
都
之
持
仏
堂
、
并

宿
所
等
、
被
寄
進
如
意
寺
営
作
也
、
今
日
有
評
定
、」

建
長
七
年
（
一
二
五
五
）
笠
間
時
朝
、
常
陸
国
鹿
嶋
社
に
将
来
宋
刊

大
蔵
経
（
思
渓
版
）
を
奉
納
、
奉
納
供
養
の
導
師
は
隆
弁

正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
撰
者
未
詳
聖
教
断
簡
末
に
「
正
元
元
年

円
海
」
と
墨
書
。
八
月
、
円
海
、
慶
範
撰
『
宝
秘
記
』
書

寫

弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
定
俊
入
宋
、
宋
刊
大
蔵
経
（
金
澤
文
庫

本
）
二
部
将
来

頼
賢
門
下
の
慈
猛
に
関
し
て
も
、
一
般
に
は
次
の
よ
う
に
理
解
さ

れ
て
い
る
。
意
教
和
尚
の
徳
望
を
耳
に
し
た
慈
猛
は
直
ち
に
鎌
倉
の

頼
賢
の
も
と
に
赴
く
（『
続
伝
燈
広
録
』
巻
十
二
、
続
真
言
宗
全
書

本
）、
と
。

『
密
教
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
ジ
ミ
ヨ
ウ
」
の
項
目
に

「

慈
猛

一
二
一
二
／
一
二
七
七

慈
猛
流
祖
、
下
野
薬
師
寺
長
老
、
字
は
良
賢
、
空
阿
上
人
又
は
留
興

長
老
と
号
す
。
初
め
南
都
招
提
寺
に
遊
び
、
又
諸
方
の
戒
関
を
叩
き

て
律
学
を
究
む
。
寛
元
三
年
歳
三
十
四
、
高
野
山
金
剛
三
昧
院
に
於

て
意
教
に
従
ひ
て
伝
法
灌
頂
を
受
け
、
次
で
東
関
に
赴
て
苦
修
し
、

そ
の
瀉
瓶
を
得
。」

と
あ
る
。

甲
田
宥
吽
氏
の
指
摘
の
ご
と
く
、
頼
賢
は
１
２
４
５
年
に
は
西
山

法
華
寺
に
滞
在
し
て
『
覚
禅
鈔
』
を
書
写
し
て
い
た
。

万
徳
寺
蔵
『
覚
禅
鈔
』（『
新
修
稲
沢
市
史
』
資
料
編
７
古
代
中

世
）
な
ど
に
よ
る
と
、
慈
猛
は
、
１
２
４
５
年
の
時
点
で
既
に
西
山

法
華
寺
に
滞
在
し
、
お
そ
ら
く
慶
政
に
対
面
し
師
事
し
て
い
た
の
で

あ
り
、
頼
賢
に
も
師
事
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
彼
は
、

「
空
阿
」（
比
叡
山
修
行
時
代
の
名
）「
慈
猛
」
と
い
う
名
を
ほ
ぼ
同

時
に
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
頼
賢
の
弟
子
阿
月
房
も
法
華
山
寺
で

『
覚
禅
鈔
』
の
書
写
（
頼
賢
の
命
に
よ
る
）
に
励
ん
で
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
頼
賢
門
下
の
学
僧
に
つ
い
て
の
伝
記
的
な
変
容

（
改
名
を
軸
に
）
に
関
し
て
は
別
稿
に
譲
る
。

「
文
暦
二
年
」「
意
教
」「
謀
叛
」
と
い
う
三
つ
の
こ
と
ば
が
揃
っ

て
相
互
に
関
連
す
る
事
柄
と
し
て
記
述
さ
れ
る
近
世
期
書
写
（
内
容

記
事
は
室
町
期
に
遡
る
。
薬
師
寺
は
度
々
の
焼
失
に
あ
う
）
の
下
野

薬
師
寺
縁
起
は
、
頼
賢
嫡
々
の
門
下
の
学
僧
慈
猛
ゆ
か
り
の
伝
承
を

否
定
的
な
言
辞
で
「
改
名
」
と
い
う
�
行
為
�
に
結
び
つ
つ
、「
意

教
上
人
之
本
名
頼
暁
也
、
後
名
改
頼
賢
也
、
東
大
寺
別
当
有
頼
暁
僧
、

謀
反
之
張
本
也
、
因
為
謀
反
之
僧
同
名
改
頼
賢
也
」
と
伝
え
た
、
と

い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
近
世
の
『
続
伝
燈
広
録
』（
そ
の
後
の
通
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説
）
に
明
ら
か
な
矛
盾
を
犯
し
て
ま
で
記
述
さ
れ
た
内
容
の
弥
縫
し

難
い
不
手
際
は
、
頼
賢
の
入
宋
・
謀
叛
張
本
了
行
の
入
宋
、
慶
政
と

背
後
の
九
条
家
並
び
に
下
さ
れ
た
「
勅
勘
」
を
、
極
め
て
早
期
の
時

点
（
謀
反
発
覚
処
罰
と
ほ
ゞ
同
時
に
始
ま
る
か
）
以
降
に
伝
記
的
な

視
界
（
宗
派
的
な
視
界
を
も
含
む
）
か
ら
排
し
た
と
こ
ろ
で
生
じ
た

綻
び
と
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
新
た
な
頼
賢
・
慈
猛
伝
と
近
世
の
学
問
寺
縁
起
の
場

合

慶
政
と
結
び
つ
き
、
慶
政
や
法
華
山
寺
一
門
の
渡
宋
（
一
切
経
補

刻
な
ど
）
事
業
な
ど
と
同
時
期
に
渡
宋
し
た
了
行
も
、
ま
た
九
条
道

家
と
深
く
結
び
つ
い
て
、
京
都
に
も
持
仏
堂
な
ど
を
も
ち
活
動
し
て

い
た
。
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
に
謀
叛
の
罪
で
了
行
が
捕
縛
さ
れ
、

九
条
一
門
の
人
々
は
僧
侶
も
俗
人
も
多
く
勅
勘
を
蒙
っ
た
。
慶
政
や

頼
賢
に
つ
い
て
も
、
こ
の
謀
叛
と
の
関
連
を
疑
わ
れ
る
可
能
性
は
お

そ
ら
く
当
時
か
ら
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
間
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
三
田
武
繁
氏
「
摂
関
家
九
条
家
の

確
立
」（『
北
大
史
学
』
４０
号

２
０
０
０
年
１１
月
、
そ
の
後
『
鎌
倉

幕
府
体
制
成
立
史
の
研
究
』〈
２
０
０
７
年
１２
月
、
吉
川
弘
文
館
〉

に
収
録
）
に
適
格
な
記
述
が
あ
る
の
で
、
少
し
く
長
い
引
用
を
許
し

て
頂
く
。

「
道
家
の
見
通
し
は
甘
か
っ
た
。
建
長
三
（
一
二
五
一
）
年
十
二

月
末
、
了
行
法
師
ら
の
陰
謀
が
発
覚
す
る
。『
歴
代
皇
紀
』
は
、「
九

条
大
御
堂
住
僧
了
行
房
、
称
勧
進
、
謀
反
廻
文
結
構
露
顕
」
と
述
べ
、

『
保
暦
間
記
』
は
、
逮
捕
さ
れ
た
了
行
法
師
が
、「
先
将
軍
頼
経
、
京

都
ニ
シ
テ
世
ヲ
乱
ン
ト
ア
ル
」
と
供
述
し
た
こ
と
を
伝
え
る
が
、

「
謀
反
」
の
具
体
的
な
内
容
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
、「
九
条
大

御
堂
住
僧
了
行
房
」
な
る
呼
称
や
、
了
行
法
師
の
供
述
内
容
か
ら
容

易
に
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
九
条
流
一
門
は
こ
の
陰
謀
へ
の
関
与
を

幕
府
に
疑
わ
れ
、
壊
滅
的
な
打
撃
を
被
る
こ
と
に
な
る
。
翌
建
長
四

年
の
二
月
に
ま
ず
将
軍
頼
嗣
の
更
迭
が
決
定
さ
れ
（
京
都
へ
の
送
還

は
四
月
）、
六
月
に
は
道
家
の
子
の
円
実
と
慈
源
が
そ
れ
ぞ
れ
大
乗

院
門
跡
と
青
蓮
院
門
跡
の
地
位
を
逐
わ
れ
、
遂
に
忠
家
も
、
七
月
二

十
日
、
右
大
臣
を
解
任
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

こ
の
一
連
の
解
任
劇
は
、
上
述
の
実
経
の
解
任
と
大
き
く
異
な
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。
改
め
て
確
認
す
れ
ば
、
実
経
の
解
任
は
幕
府
主
導

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
で
あ
り
、
治
天
の
君
で
あ
る
後
嵯
峨
上
皇
は
む

し
ろ
消
極
的
で
あ
っ
た
と
さ
え
い
え
る
。
し
か
し
今
回
は
、
幕
府
主

導
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
と
し
て
も
、
今
回
の
解
任
劇
に

関
す
る
多
く
の
史
料
に
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
勅
勘
」
と
い

う
語
が
示
す
よ
う
に
、
後
嵯
峨
の
主
体
的
な
意
志
に
よ
る
解
任
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
今
回
の
解
任
劇

の
直
接
の
発
端
と
な
っ
た
了
行
法
師
ら
の
陰
謀
の
一
部
に
、
後
嵯
峨

上
皇
や
後
深
草
天
皇
の
地
位
に
か
か
わ
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
た
も
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の
と
思
わ
れ
る
。」（
頁
９
）

陰
謀
発
覚
の
記
事
は
、『
歴
代
皇
紀
』
や
『
保
暦
間
記
』、『
吾
妻

鏡
』
建
長
三
（
一
二
五
一
）
年
十
二
月
二
十
六
日
条
、
二
十
七
日
条
、

『
鎌
倉
年
代
記
』（『
増
補
続
史
料
大
成
』）
裏
書
建
長
三
年
十
二
月
七

日
条
、『
武
家
年
代
記
』
裏
書
建
長
三
年
十
二
月
二
十
七
日
条
、『
関

東
評
定
衆
伝
』（『
群
書
類
従
』）
建
長
三
年
条
な
ど
に
簡
略
な
記
述

が
あ
る
ば
か
り
で
、
い
ず
れ
も
陰
謀
の
内
容
に
は
一
切
ふ
れ
て
い
な

い
。
三
田
氏
も
当
該
論
文
の
注
（
５１
）
に
道
家
の
子
の
解
任
に
つ
い

て
「『
大
乗
院
日
録
』
建
長
四
年
六
月
二
十
三
日
条
、『
華
頂
要
略
』

（『
大
日
本
仏
教
全
書
』）、
巻
五
之
二
、
門
主
伝
第
五
、
慈
源
の
項
、

お
よ
び
同
書
巻
五
之
四
、
門
主
伝
第
七
、
最
守
の
項
。」
を
挙
げ
た

後
に
「
注
（
５３
）」
と
し
て
「
法
助
が
何
故
失
脚
を
免
れ
た
の
か
、

そ
の
理
由
は
明
ら
か
に
し
が
た
い
。
前
年
の
建
長
三
年
二
月
に
後
嵯

峨
皇
子
の
省
仁
親
王
（
後
の
性
助
入
道
親
王
）
が
法
助
の
許
に
入
室

し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。」
と

推
測
す
る
。
九
条
一
門
の
法
助
な
ど
、
東
密
系
の
僧
侶
が
勅
勘
を
ま

ぬ
が
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
理
由
は
明
ら
か
に
し
が
た
い
が
、
慶
政
や

頼
賢
、
そ
の
門
下
の
僧
侶
も
、
そ
の
災
い
を
逃
れ
た
の
で
あ
る
。

築
島
裕
氏
「
醍
醐
寺
蔵
本
「
伝
法
灌
頂
師
資
相
承
血
脉
」
解
題
」

（『
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
紀
要
』
一
号

１
９
７
８
年
）
に
拠
っ
て

頼
賢
の
門
下
を
示
し
て
お
く
。

三
宝
院
流
成
賢
―
頼
賢
（
卿
阿
闍
梨
／
後
意
教
上
人
）「
貞
応
二

―
九
―
二
十
一
」

頼
賢
（
意
教
上
人

入
唐
）

憲
浄
（
願
行
上
人
）

空
阿
（
入
佛
房
）

静
空
（
満
月
房
）

阿
日
（
阿
月
房
）

思
融

義
準
（
明
信
房
）

実
融
（
証
道
上
人
）

空
阿
（
入
佛
房
）
が
後
に
改
名
し
て
慈
猛
と
な
る
、
下
州
薬
師
寺

縁
起
に
ゆ
か
り
の
学
僧
で
あ
る
。
憲
静
・
慈
猛
・
思
融
・
実
融
・
義

準
の
諸
伝
記
に
つ
い
て
は
、
寺
社
縁
起
研
究
会
で
口
頭
発
表
を
終
え

て
い
る
。
追
っ
て
別
稿
を
設
け
る
予
定
で
あ
る
が
、
既
述
の
も
の
と

し
て
は
、
牧
野
「
十
三
世
紀
中
後
期
を
め
ぐ
る
一
つ
の
「
文
学
的
」

な
場
に
つ
い
て
―
意
教
上
人
頼
賢
「
入
宋
」
の
可
能
性
よ
り
延
慶
本
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『
平
家
物
語
』
と
達
磨
宗
の
邂
逅
を
め
ぐ
る
一
、
二
の
問
題
に
至
る

―
」（『
中
世
文
学
』
４６
号

２
０
０
２
・
６
）・
同
「
延
慶
本
『
平

家
物
語
』
と
達
磨
宗
―
頼
瑜
周
辺
の
一
、
二
―
」（『
実
践
国
文
学
』

５８
号

２
０
０
０
・
１０
）
を
参
照
願
い
た
い
。

頼
賢
門
下
の
慈
猛
に
ゆ
か
り
の
寺
院
に
の
み
残
る
伝
承
を
手
が
か

り
に
、
近
年
次
々
と
解
明
さ
れ
た
諸
事
実
を
拾
い
つ
つ
、
近
世
書
写

の
下
野
薬
師
寺
縁
起
類
へ
至
る
過
程
に
、
残
っ
た
も
の
と
消
え
た
も

の
を
細
か
く
仕
分
け
し
て
中
世
前
期
の
学
僧
頼
賢
の
伝
記
的
内
容
の

変
容
を
こ
こ
に
一
覧
表
記
し
て
示
す
。

醍
醐
寺
円
海
祐
宝
撰
『
続
伝
灯
広
録
』
系
統
に
流
れ
込
む
資
料
に

は
、
�
か
ら
�
の
全
て
を
欠
い
て
お
り
、〔
了
行
〕
謀
叛
に
も
触
れ

ず
「
勅
勘
」
記
事
を
逸
し
、
慶
政
・
法
華
山
寺
関
連
の
一
切
を
欠
く
。

「
薬
師
寺
縁
起
」
に
の
み
、
�
・
�
・
�
が
存
在
す
る
こ
と
に
な

る
。
頼
賢
が
１
２
３
５
年
に
「
意
教
」
と
の
名
を
持
ち
、
了
行
の
謀

叛
と
の
つ
な
が
り
を
疑
わ
れ
る
こ
と
を
懼
れ
改
名
し
た
、
と
す
る

（
否
定
）
伝
承
が
あ
っ
た
。
こ
の
記
述
は
暗
に
、
頼
賢
が
了
行
と
の

つ
な
が
り
を
疑
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

即
ち
、
下
野
薬
師
寺
へ
慈
猛
が
下
向
し
て
以
降
、
そ
の
師
頼
賢
と

〔
了
行
ら
し
き
僧
〕
の
謀
叛
と
の
つ
な
が
り
を
否
定
す
る
と
い
う
形

で
伝
承
さ
れ
、
嫡
流
の
弟
子
た
ち
に
伝
わ
っ
た
（
天
正
本
奥
書
の
近

世
書
写
の
）
後
に
、
近
世
書
は
寺
院
縁
起
の
奇
妙
な
記
述
と
し
て

残
っ
た
。
東
密
・
律
（
天
台
も
）
の
流
れ
に
お
い
て
は
、
本
奥
書
な

ど
に
法
華
山
寺
慶
政
関
連
の
つ
な
が
り
を
示
す
頼
賢
資
料
が
、「
頼

賢
―
慈
猛
」
の
師
資
相
承
の
伝
授
シ
ス
テ
ム
に
彩
ら
れ
た
聖
教
類
と

し
て
残
る
こ
と
に
な
っ
た
（
万
徳
寺
本
『
覚
禅
鈔
』
な
ど
）
も
の
の
、

�
�
�
�
�
に
見
る
如
く
慶
政
・
法
華
山
寺
と
い
う
「
場
」
に
展
開

し
た
「
宗
教
的
構
想
」（
九
条
道
家
の
宗
教
的
構
想
と
し
て
は
、
松

『下野薬師寺縁起』

『続伝灯広録』

万徳寺本他『覚禅抄』

『密教大事典』

東寺蔵『宋版一切経』他

参
考

�
頼
賢
入
唐
の
件

×

×

×

×

○

醍
醐
寺
蔵
『
相
承
血

脈
』
他

�
頼
賢
と
慶
政
法
華
山
寺
の
関
係

×

×

○

×

○

�
１
２
３
５
年
頃

意
教
と
称
す

○

×

×

×

○

�
１
２
３
５
年
、
了
行
（
１
２

５
０
年
謀
叛
・
捕
縛
）
渡
宋

×

×

×

×

○

�
１
２
３
５
年
以
降
の
謀
叛

○

×

×

×

×
『
吾
妻
鏡
』
他
・

日
蓮
遺
文
紙
背
文
書

�
頼
賢
と
関
連
し
て
謀
叛
に
ふ

れ
る

○

×

×

×

×

�
慈
猛
と
慶
政
・
法
華
山
寺

×

×

○

×

×

�
阿
月
と
慶
政
・
法
華
山
寺

×

×

○

×

×

―１１―



本
郁
代
氏
の
提
唱
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
が
、
了
行
謀
叛
事
件
以
降
の

「
構
想
」
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
お
そ
ら
く
道
家
の
権
勢
の

絶
頂
期
に
展
開
し
た
「
構
想
」
こ
そ
、
宋
代
仏
教
や
異
本
『
覚
禅

鈔
』
編
成
〈
と
ま
で
は
云
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
〉
を
も
視
野
に
入

れ
た
、
一
大
構
想
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
。

な
お
、「
構
想
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
松
本
氏
の
提
唱
に
借
り
て
い

る
）
と
の
関
連
の
一
切
を
頑
な
に
拒
む
こ
と
に
な
っ
た
。
欠
か
ざ
る

を
得
な
い
資
料
的
制
約
、
そ
し
て
資
料
的
な
欠
如
を
齎
し
た
深
刻
な

政
治
的
状
況
（
九
条
家
の
浮
沈
・
一
門
没
落
の
危
機
）
が
想
像
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

四
、
結
び
に
か
え
て

―
白
毫
院
・
法
華
〔
山
〕
寺
と
天
台
談
義
所
―

法
華
山
寺
周
辺
の
資
料
は
、
台
密
の
穴
太
西
山
流
の
学
問
寺
に
も

指
摘
で
き
る
。

先
に
紹
介
し
た
金
剛
輪
寺
蔵
『
観
音
玄
義
科
』
の
奥
に
澄
豪
（
白

毫
院
系
）
以
降
、
台
密
穴
太
西
山
流
歴
代
相
承
の
過
程
を
示
す
伝
領

血
脈
が
附
さ
れ
て
い
る
。

了
行
関
連
の
資
料
が
、
白
毫
院
（
太
子
堂
）
経
由
か
ど
う
か
不
詳

な
が
ら
、
澄
豪
以
降
、
お
そ
ら
く
西
山
宝
菩
提
院
に
入
り
、
穴
太
西

山
流
歴
代
の
相
承
過
程
で
更
に
金
剛
輪
寺
へ
転
入
し
た
こ
と
は
確
実

で
あ
る
。

近
時
、
園
城
寺
僧
で
あ
る
円
海
が
所
持
し
て
い
た
『
宝
秘
記
』
が
、

前
述
の
金
剛
輪
寺
本
坊
明
寿
院
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た

（
牧
野
「『
閑
居
友
』
を
め
ぐ
る
周
辺
資
料
―
�
円
海
�
を
め
ぐ
る
一

資
料
―
」『
実
践
国
文
学
』
７５
号
〈
２
０
０
９
年
３
月
〉）。
白
毫
院

（
太
子
堂
）
円
光
上
人
良
含
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
太
子
堂
上
人
円
海

が
、
こ
の
『
宝
秘
記
』
を
所
持
し
た
園
城
寺
僧
で
、
慶
政
在
命
中
の

法
華
山
寺
で
『
覚
禅
鈔
』
を
書
写
し
た
円
海
と
同
一
人
物
で
あ
る
な

ら
ば
（
遍
融
も
亦
、
園
城
寺
〈
東
山
霊
山
あ
た
り
〉
系
の
学
問
に
接

し
て
い
た
か
、
と
推
測
し
て
い
る
）、
円
海
所
持
の
『
宝
秘
記
』
も

白
毫
院
（
太
子
堂
）
経
由
で
澄
豪
門
流
の
手
許
に
入
っ
た
の
で
は
な

い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。

渡
唐
僧
の
了
行
（
法
華
〔
山
〕
寺
に
ゆ
か
り
を
も
つ
と
予
想
さ
れ

る
）
に
直
結
し
う
る
聖
教
類
が
、
西
山
宝
菩
提
院
に
代
々
受
け
継
が

れ
て
き
た
こ
と
で
、
天
台
学
問
寺
の
柏
原
成
菩
提
院
（
穴
太
西
山
流

歴
代
と
密
接
に
交
流
し
て
い
た
）
が
所
蔵
す
る
１
２
３
４
年
釈
信
豪

写
『
金
剛
界
大
法
対
受
記
』
巻
八
・
大
一
帖
の
奥
書
識
語
「（
４
格

ア
キ
）
寛
喜
四
年
五
月
十
一
日
於
法
花
（
こ
の
下
「
智
満
」
二
字
削
、

重
書
）
寺
中
尾
書
了
比
丘
信
豪
／
以
書
本
交
了
（
別
筆
墨
或
別
時

墨
）」
に
ス
リ
ケ
チ
・
墨
重
書
さ
れ
た
「
法
花
寺
」
の
候
補
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
慶
政
の
「
法
華
〔
山
〕
寺
」
が
俄
か
に
浮
上
し
て
く
る

こ
と
に
も
な
る
（
牧
野
和
夫
「
中
世
天
台
談
義
所
の
典
籍
受
容
に
関

す
る
考
察
―
柏
原
成
菩
提
院
の
場
合
―
」〈『
延
暦
寺
と
中
世
社
会
』
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法
蔵
館
、
２
０
０
４
年
６
月
刊
〉
参
照
）。
こ
の
こ
と
は
既
に
、
伝

承
文
学
研
究
会
平
成
２０
年
度
大
会
で
発
表
し
て
い
る
の
で
省
略
す
る
。

義
能
（
義
準
）
ゆ
か
り
か
と
推
察
で
き
る
典
籍
（
最
近
、
達
磨
宗

系
典
籍
の
断
簡
発
見
・
紹
介
あ
り
）
や
、
法
華
山
寺
に
お
け
る
書
写

を
伝
え
る
往
生
伝
類
が
真
福
寺
の
所
蔵
す
る
聖
教
類
に
比
較
的
豊
富

な
こ
と
（
山
崎
誠
氏
「
真
福
寺
文
庫
蔵
往
生
伝
解
題
」〈『
真
福
寺
善

本
叢
刊

第
七
巻

往
生
伝
集
』

臨
川
書
店

２
０
０
４
年
１

月
〉）
も
、「
慶
政
―
頼
賢
―
義
能
（
義
準
）
…
…
」
の
意
教
流
義
能

方
の
真
福
寺
へ
の
色
濃
い
流
入
を
考
え
る
な
ら
ば
、
自
然
で
あ
る

（
牧
野
が
寺
社
縁
起
研
究
会
で
発
表
済
み
）。

九
条
家
一
門
の
多
く
が
勅
勘
を
蒙
る
に
至
る
深
刻
な
政
治
的
事
件

で
あ
っ
た
入
宋
僧
了
行
捕
縛
の
一
件
が
絡
む
ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
、
つ

ま
び
ら
か
で
は
な
い
が
、
慶
政
と
頼
賢
と
の
宗
教
的
な
「
場
」
を
介

し
た
つ
な
が
り
を
う
か
が
わ
せ
る
頼
賢
の
伝
記
は
な
い
。
し
か
し
、

少
な
く
と
も
近
世
書
写
（
さ
か
の
ぼ
っ
た
と
し
て
も
室
町
時
代
最
末

期
成
立
）
の
下
野
薬
師
寺
縁
起
に
の
み
、
１
２
３
５
年
頃
の
頼
賢
と

謀
叛
と
の
つ
な
が
り
を
「
改
名
」
一
件
に
か
け
て
否
定
す
る
形
で
、

頼
賢
と
謀
叛
と
を
結
ぶ
奇
妙
な
伝
承
が
残
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
確

か
で
あ
る
。

＊

＊

＊

本
誌
に
度
々
ふ
れ
る
こ
と
の
あ
っ
た
「
円
海
」
な
ど
と
も
絡
む
が
、

随
心
院
蔵
の
建
武
元
年
書
写
『
陀
納
深
密
口
決
』
一
帖
な
ど
の
書
写

者
禅
律
（
律
の
よ
み
に
若
干
の
不
審
あ
り
）
と
建
武
四
年
書
写
『
阿

娑
�
鈔
』
香
薬
（
平
成
二
十
年
度
東
京
古
典
会
大
入
札
会
目
録
・
４９

番
）
の
書
写
者
禅
澄
（
金
剛
輪
寺
な
ど
と
の
関
連
）
な
ど
、
今
後
の

課
題
は
多
い
点
、
付
記
す
る
。＊

＊

＊

本
稿
は
、
科
研
費（
挑
戦
的
萌
芽
研
究
）番
号
２
０
６
５
２
０
０
７

〈
分
担
研
究
〉
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
の
一
部
は「B

ooks
in
Sem

inary
Tem

ples
and

E
arly

M
odern

Sōden
−
E
ngi

（m
onk

−
biographies

and
tem

ple
−
histo-

ries

）narratives
:am

A
nalysis

centered
on
accounts

of
R
aiken

」

の
標
題
で
英
訳
、L

IA
S

（L
eiden

Institute
for
A
rea

Studies

）
主

催
の
研
究
集
会
（
２
０
０
９
・
６
・
１
〜
３
日
於
ラ
イ
デ
ン
大
学
）

で
の
発
表
資
料
集
に
収
載
さ
れ
た
こ
と
を
附
記
す
る
。

（
ま
き
の

か
ず
お
・
実
践
女
子
大
学
教
授
）
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